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校内研究担当 

 

第３学年探究学習の中間報告及び探究学習の指導手順 

 

１ はじめに 

  本校では令和７年度から研究開発学校として４５分授業を展開し、生徒の主体的・対話的で深い学びをよ

り一層保障する枠組みとして、「自己選択学習の時間」を年間３５時間程度設定し、全校体制で教育活動に取

り組んでいる。   

  第３学年においては、中学校生活の集大成として、生徒一人一人が自身の興味・関心を掘り下げ、自ら問

いを立て、その解決に向かう「探究学習」を自己選択学習の中核に位置付けて実践を進めてきた。  

  本報告書は、第３学年校内研究担当として、これまで生徒に取り組ませてきた探究学習の進捗状況や生徒

の変容、指導の実態を網羅的に取りまとめた「中間報告」である。同時に、実践の過程で得られた知見や成

果並びに明らかとなった指導上の課題を分析し、今後本校において探究学習の指導にあたる教職員にとって

実用的な一助となるよう、具体的かつ体系的な「探究学習の指導手順」をまとめたものである。本校では、

昨年度の成果と課題を踏まえ、令和８年度から、自己選択学習の時間を年間３５時間程度設定し、継続的に

取り組んでいる。 

 

２ 第３学年探究学習の中間報告 

  本校では、８時２５分から８時４５分までの１５分間を自律の時間、共創の時間として設定し、裁量の時

間として活用している。自律の時間では、自己調整や個人探究テーマの追究、共創の時間では、探究学習に

必要なインタビューやアンケートなど学び合いの時間として設定している。 

（１） ４月の実践 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

４月１５日 

 

・探究学習に関するガイダンス 

→今後の予定を示す。（※１） 

 

・探究学習の必要性や進め方を理

解する。 

※１ 

       

                  



月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

４月１６日 

 

・探究学習に関する冊子の配布と説明（※２） 

→学校図書館支援員と連携し、探究テーマの設定のコツや調べ

方を示す。 

・探究テーマの設定のコツや調べ

方を学ぶ。 

※２ 

  

 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

４月２１日 

～２２日 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握する。 

・探究テーマについて考える。 

４月２４日  ・探究テーマをロイロノートで提

出する。（一次提出）（※３） 

４月２７日 ・担当生徒の共有（教員１名で１３名前後の生徒を担当） 

→どの教員がどの生徒を担当するかを把握する。１名の教

員につき、１３名前後の生徒を担当する。 

 

 

※３（次項に続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時点で探究テーマとして確立できている例（少数派） 

     



※３（前項の続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時点で探究テーマとして確立できていない例（多数派） 

・単語のみ                 ・探究テーマとして学術的要素が欠けている 

       

 

・関心事が多岐にわたり探究テーマとして絞ることができていない 

      



（２） ５月の実践 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

４月２８日 

～ 

５月８日 

・担当生徒と探究テーマについて対話 

→進捗に応じた個別支援と探究テーマの精査を行う 

（※４） 

・５月８日までに探究テーマを決定するよう周知 

・担当教員と探究テーマの設定に

関する進捗状況について話し合う 

・５月８日までに探究テーマをロ

イロノートで提出する。（最終提出

と設定）（※５） 

※４ 

  

 

※５ 

→５月８日の時点で探究テーマを明確化できた生徒は約３分の２程度、明確化できていない生徒は約３分の１

程度であった。以下の※５は、担当教員と話し合う中でより探究対象を具体的に絞ったテーマに設定するこ

とができた一例である。なお、まだ探究テーマが明確化できていない生徒には、５月末までに担当教員と話

し合い、焦らずに探究テーマを決めていくことを示した。 

         

            

 

 

 



月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

５月１３日 

 

・良質な情報を得る方法を説明 

→良質な情報を得る検索方法をロイロノートで示す。 

（※６） 

・担当生徒と探究テーマについて対話 

→進捗に応じた個別支援と探究テーマの精査を行う。 

・探究テーマが定まらない生徒には焦らずに５月中に担当

教員と話し合い決定するよう周知し、柔軟な対応を示す。 

・生徒は良質な情報を得る方法を

理解する。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

※６ 

   

 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

５月１４日 

 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握し、助言する。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

５月２６日 

～２８日 

 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握し、助言する。 

・アンケート作成時の助言 

→担当教員は、生徒が作成した「絵文字を使うことで相手

に与える印象」など探究テーマについてのアンケートを確

認し、適宜助言を行い、実施の有無を判断する。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

・この時期から、一定数の生徒に

は「絵文字を使うことで相手に与

える印象」など探究テーマについ

てのアンケート調査を実施する。 

（※７） 

・アンケートに回答する。 

※７（アンケートを実施した生徒数は１８名。下記は一部、抜粋） 

   

   

工夫その１ 

ロイロノートを活用し

たアンケートだかこそ

回答できる質問 

 

工夫その２ 

生徒だけではなく教員も

アンケート対象とした 



（３） ６月の実践 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

６月９日 

 

・中間発表に向けた説明 

→約１週間後に控えた中間発表に向けて、今後の予定と準

備するもの（探究学習企画書）を伝える（※８） 

・生徒は中間発表の詳細を理解す

る。 

６月１０日 

～１１日、 

１６日 

・中間発表に向けた進捗状況の確認 

→中間発表に向けて、担当教員は生徒と探究テーマや大ま

かな内容、調査手法の確認を行う。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、中間発表企画書の作成に

取り組み、１６日までに企画書を

提出する。（※９） 

※８                            

  
 

※９（下記は中間発表に向けた探究学習企画書の一例） 

→中間発表に向けて企画書を作成することで、自分の学習状況を振り返ることができた。また、進捗状況を把

握することで、現時点の探究学習に対する疑問や不安を担当教員と共有することができた。 

   

 

企画書は 

ロイロノートで

生徒に配布し、 

ロイロノートで 

提出する。 

生徒は担当

教員と相談

することで

学習の悩み

を解消し、

学習に自信

をもって進

める契機と

なった。 



 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

６月１７日 

 

・中間発表の司会進行（司会は担任） ・企画書をもとに１人 1 分で中間

発表を行う。（※１０） 

※１０（中間発表の様子） 

     

 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

６月１８日 

２３日、 

２４日、 

３０日 

 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握し、助言する。 

・アンケート作成時の助言 

→担当教員は生徒が作成した「アルツハイマー型認知症の

かかりやすさの違い・特徴と促進を遅らせる生活習慣につ

いて」など探究テーマについてのアンケートを確認し、適

宜助言を行い、実施の有無を判断する。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

・一定数の生徒には「アルツハイ

マー型認知症のかかりやすさの違

い・特徴と促進を遅らせる生活習

慣について」など探究テーマにつ

いてのアンケート調査を実施す

る。 

・アンケートに回答する。 

 

 

 

 

 

 

 



（４） ７月の実践 

月日 教員の指導 生徒の取組又は活動実績 

７月１日 

２日 

 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握し、助言する。 

・アンケート作成時の助言 

→担当教員は生徒が作成した「音楽の有無・種類が学習効

率に与える影響について」など探究テーマについてのアン 

ケートを確認し、適宜助言を行い、実施の有無を判断す

る。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

・一定数の生徒には「音楽の有

無・種類が学習効率に与える影響

について」など探究テーマについ

てのアンケート調査を実施する。 

・アンケートに回答する。 

７月３日 ・最終発表に向けた説明 

→約２か月後に控えた最終発表に向けて、今後の予定と課

題、準備するもの（スライドと原稿）を伝える（※１１） 

・生徒は 8 月７日までに課題２点

を提出することを理解する。 

・最終発表の準備物を理解する。 

７月７日 

～９日 

 

・机間指導 

→探究学習に関する生徒の悩みや状況を把握し、助言する。 

・アンケート作成時の助言 

→担当教員は生徒が作成した「話しかけやすい人の特徴～ 

そこから話しかけやすい存在になるためには」など探究 

テーマについてのアンケートを確認し、適宜助言を行い、

実施の有無を判断する。 

・生徒は必要に応じて担当教員と

面談し、探究学習を行う。 

・一定数の生徒には「話しかけや

すい人の特徴～そこから話しかけ

やすい存在になるためには」など

探究テーマについてのアンケート

調査を実施する。 

・アンケートに回答する。 

※１１ 

   

 

（５） 成果と課題 

ア 成果 

教員 1 名あたり生徒約１３名を割り当てる学年体制を整え、学年教員や学校図書館支援員との連 

携によりテーマ設定や良質な情報検索指導を行った点である。教員との対話や１分間の「中間発 

表」と企画書作成を通じ、学年全体でテーマの絞り込みなど生徒の進捗や不安を把握しながら組 

織的に伴走・支援を行うことで、生徒の探究学習を円滑に推進することができた。 

イ 課題 

初期のテーマ設定段階に時間を要したことに加え、安易なネット検索による単なる「調べ学習」

にとどまったことが多数見られた点である。進捗の個人差に素早く気付き、すぐ対応し、より早期

に適切な「問い」へと絞り込ませる個別指導の方法の改善が必要である。今後は問いを立てる際の

思考ツールの導入や考察を促す発問の改善等に取り組んでいきたい。 

 

 



３ 探究学習の指導手順 

フェーズ順：テーマ設定期 ➔ 情報収集期 ➔ 分析・考察期 ➔ 発表準備期 

フェーズ チェック項目（問い） NO の場合の指導対応（アクション） 判定 

テーマ設定期 

１ 関心・興味があるか？ NO: 興味を引き出す面談 YES ↓ 

２ 問いとして文章化されている

か？ 

NO: 「なぜ？」で具体化 

思考ツールを活用 

YES ↓ 

３ テーマは広すぎないか？ NO: 対象・地域・年代を限定 YES ↓ 

4 調査可能な問いか？ NO: 問いを修正 YES ↓ 

情報収集期 

5 情報源を確保できるか？ NO: 学校図書館支援員と連携・良質な

情報検索 

YES ↓ 

6 調べ学習になっていないか？ NO: 何が分かったかに留まらず、「な

ぜそうなるのか」「だからどうする

のか」まで考えさせるような発問 

YES ↓ 

分析・考察期 

～ 

発表準備期 

7 根拠は十分か？ NO: 追加調査 YES ↓ 

8 結論は問いに答えているか？ NO: 問いと結論を再整理 YES ↓ 

発表・ふりかえりステップ：中間発表 ➔ 最終発表 ➔ 振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ おわりに 

本報告では、「自己選択学習の時間」に取り組んでいる第 3 学年探究学習の 4 月から 7 月までの実践経過 

と、それを通じて得られた成果と課題、および今後の指導の参考となる指導手順をまとめた。  

教員１名あたり約１３名を担当する指導体制のもと、教員や学校図書館支援員との連携、質の高い情報検

索法の指導、そして「中間発表」や企画書作成を通じた 1 対 1 の対話に取り組むことで、生徒が自ら問いを

立てて調査に向き合う伴走・支援の方向性を確立することができた。 

一方で、初期のテーマ設定に時間を要した点や、安易なネット検索による単なる「調べ学習」にとどまっ

てしまった生徒への早期の軌道修正を図る指導など、今後解決すべき指導上の課題も浮き彫りとなった。   

  現在、生徒たちは夏休みの提出物であるプレゼン動画や録音付きスライドの作成に取り組み、9 月 4 日に控

える「最終成果発表会（下級生向け本番）」に向けて準備を進めている。下級生の模範となる堂々とした発

表を作り上げられるよう、中間報告で明確になった課題を踏まえ、本番直前まで丁寧な個別の助言と練習指

導を継続していきたい。  


